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前回のコラムでは、「社会は変革する」と題し、

環境問題を巡る社会がリオ・サミット（1992 年）

を契機に大きく変革してきたことを記した。今回

は「3Rイニシアティブ」がどのようにして国際社

会に登場していったのかについて私自身の経験

から振り返ってみたい。

話は2004 年の「G8シーアイランド・サミット」（米

国）に遡る。前年のG8エビアン・サミットが終了し

て間もない頃から小泉首相（当時）は、次のG8サ

ミットに向けては「日本が環境分野で主導的な役割

を果たすべき」との姿勢で、事務当局に指示が出さ

れていた。しかしながら環境分野では、これまで気

候変動がG8サミットの定番となっていたが、ブッシュ

大統領（当時）は就任早 京々都議定書からの離脱

を表明していたことから、本人が議長を務めるサミッ

トでは、さすがに気候変動は議題にのせられないし、

またその関連でいかなる環境問題も議題にはならな

いであろうというのが各国事務レベル代表者間での

相場観であった。外務省高官が官邸に足を運ぶた

びに、そんな雰囲気を報告したが、小泉首相はこ

れまでのスタンスを崩さず、頑として譲らなかった。

そうした背景もあって、外務省から相談を受け

た私たちは連日検討を重ねた。その中で浮上して

きたのが、アジア地域内で広がりつつあったプリン

ターのインクカートリッジのリサイクルであった。これ

を3Rという考え方に再整理して官邸に持ち込んだ

ところ、即了解が得られた。その後すぐに外務省の

担当審議官がホワイトハウスを訪問し米国の了解を

取り付け、さらに欧州各国からの全面的支持も得

られた。こうして「3Rイニシアティブ」は、G8サミッ

トの正式議題案として、一気に国際舞台の真只中

に躍り出ることになった。

国内的には、既に循環型社会を目指し、基本

法や基本計画の枠組みの下で諸施策が実施さ

れており、今回提案も国内のコンセンサスを速や

かに得ることができたのも大きな要因であった。

当時我が国における廃棄物分野の国際的活

動といえば、主として「バーゼル条約」の履行に

限られていたが、「3Rイニシアティブ」に乗り出し

てからは、「アジア太平洋 3Rフォーラム」を主導

し、近年はヨーロッパ諸国とも連携して「世界循

環経済フォーラム」を推進するに至っている。

時折しも本年日本はG20 議長国としての役割

を果たす機会が巡ってきた。その堂 と々した存

在感を名実ともに発揮していくことが期待されて

いる。
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3Rイニシアティブ誕生の背景


	20211_01_JW機関誌_2019夏号_目次[1]
	20211_02_JW機関誌_2019夏号_座談会[2-11]
	20211_04_JW機関誌_2019夏号_コラム[17]
	20211_05_JW機関誌_2019夏号_連載語る[18-22]
	20211_06_JW機関誌_2019夏号_クローズアップ[23-24]
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